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商 店街 を拠 点 と した ポ ピュ レー シ ョン ・ス トラテ ジ ー に よ る

健 康 増 進 活 動

一 介護i予防
,メ タボ リックシ ン ドローム予 防等 を目的 とした商店連盟や

住民 自治会 との連携 による出前"す ごやか健康 講座"一

桂 敏 樹*,星 野 明 子*,[ヨ 井 香 苗*,山 本 昌 恵**

稲 垣 紀 子***,音 無 大 武***,小 野 奈 津 子***,公 文 し お り***

田 中 祐 未***,成 川 由 希 子***

1.は じ め に

近年我が国では超高齢化社会に備え,健 康寿命の伸

延が 『健康 日本21計 画』Dの 重要な柱に位置づけられ

ている。健康寿命を脅かす要介護状態になる原因は,

生活習慣病,転 倒 ・骨折,高 齢による衰弱,認 知症な

どが挙げられ,健 康寿命を伸延するためには介護が必

要 な状態への移行 を予防する保健活動が必要であ

るD。 同様の観点から都道府県や市町村の地方自治体

においても健康寿命の伸延や介護予防を目指 した"健

康づ くり計画"が 策定 され,各 自治体が,ハ イリス

ク ・ス トラテジーやポピュレーション・ス トラテジー

を用いた独 自の活動を盛 り込んだ計画案に副って各種

保健事業 を実施,評 価 しているz;。

我々はこのような現状を鑑み,星 野を中心に健康寿

命の延仲に寄与する一つの手段 として小地域を単位に

高齢者の閉じこもり予防や,中 高年の介護予防と生活

習慣病予防を推進する方法について検討を重ねてき

たt)。この過程で自営業者や中小企業従業員は望 まし

い保健行動や受診行動が取 りにくい生活条件や就労環

境 にあり,地 域保健や職域保健の重要なターゲ ットで

あるにもかかわらずヘルスサービスの恩恵を受けにく

い対象であることも明らかになっている4,V)。また,

商店就労者は若い世代か ら中高年まで幅広い世代の男

女が含 まれるものの,近 年就労者の高齢化が進む傾向

にあるh)。一方で,こ れまで商店街は地域の衣食住を

支える生活の拠点であったが,近 年の一部商店街の衰
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退は周辺住民 とりわけ高齢者の自立 した生活を揺るが

しかねない社会環境の変貌を招いているh)。

そこで,我 々は地域住民の生活に密着 した商店街を

拠点に地域保健 と職域保健の連携を視野に入れて,一

次予防,二 次予防の観点から商店街就労者 と周辺住

民,と りわけ高齢者を対象に介護予防や生活習慣病予

防による健康寿命の延伸を目的 とした保健活動を実施

している。今回我々が介護予防を目的 とした出前"す

こやか健康講座"に よるポピュレーション・ス トラテ

ジーを用い,京 都市お よび宇治市で展開 している健康

増進活動について報告する。

II.予 防活動および活動内容

我々は,京 都市東山区古川町商店街において2005年

9月 から古川町商店街"す こやか健康講座"を 始め

た。最初の'`す こやか健康講座"は,古 川町商店街の

商店主,従 業員 を対象に同商店街振興組合理事会の協

力 を得て 『転ばぬ先の……』をテーマに転倒 ・骨折予

防の内容で実施 した。この契機 となったのは,2005年

度 に古川町商店街に設置 した古川町商店街 『すこやか

サロンP)に おける地域保健活動を通 じて商店街の店

主や従業員 との交流が深 まったことや,健 康教育に関

する周辺住民のニーズを把握で きたことにある。我々

と古川町商店街振興組合理事会が話 し合いを重ね,

「健康 をサポー トする商店街」や 「エ コを推進する商

店街」 という共通の目的意識を共有で きるようになっ

た点が,"す こやか健康講座"を 協働 して実施できる

ようになった原点であり,ま た原動力であると言える

であろう。一方で古川町商店街は,我 々と協働 して

「健康プロデュース委.員会」を立ち上げ,主 体的に活

動する集団へ と変貌を遂げつつあ り,地 域においてヘ

ルスプロモーションとセイフティプロモーションを展

開する明確な目的意識を持って健康増進活動に参画 し

ているD

その後,2〔〕05年度後半か ら同講座は京都商店連盟お

よび京都商工会議所の協力を得て,京 祁市および宇治
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市の商店街 とその周辺住民を対象にした健康講座に発

展 し地域的な拡大を遂げた。一方で,新 たに2007年 度

からは商店街 とその周辺住民を対象 とした健康講座に

加 え,京 都市内の女性会等か らの開催依頼に応えた
"すこやか健康講座"の 開催に発展 している

。健康講

座の拡大 と連携機関の推移は,図1に 示す。また,古

川町商店街での"す こやかサロン"の 活動3)と"す ご

やかrr座"の 関連は,図2に 示 した。

"すごやか健康講座"を 開催するまでの流れは
,①

商店街が"す こやか健康講座"開 催の要望を京都商店

連盟 に連絡する,② 商店連盟が,要 望に副って大学と

日時,内 容 を調整する,③ 商店街が場所を決定 し,
"すごやか健康講座"開 催 を周辺住民 に広報周知する

,

④大学が"す こやか健康講座"の 資料を準備 し,実 施

する,⑤ 商店連盟がすごやか健康講座"の 感想を大学

に知 らせる,で ある。
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出 前"す ご や か 健 康 請 座 図

「すこやかサロ ン』,古 川 町商店街 との関係
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"す こ や か 健 康 講 座"は
,午 後7-9時 の 間 に 開 催

し,商 店街 お よび周 辺 住 民 の 参 加 し易 い 夕 方 以 降 の 時

間帯 に実 施 して い る、,会場 は,参 加 しや す く運 動 が で

き る商 店 街周 辺 の,ホ テ ルや 料 亭 の 大 広 間,商 店 街 の

集 会所,近 隣 の公 共 施 設 な どが 設 定 され る。 商 店 街 が

そ れ ぞ れ の 実 情 に 合 わ せ て 交 渉 し会場 を確 保 して い

る。講 座 の 内容 は,生 活 習 慣 病 予 防 と介 護 予 防 に関 す

る内 容 が 主 な も の で あ る。 前 者 に 関 す る 内 容 は,「 最

近 ち ょっ と太 り気 味 が 気 に な り ませ ん か』,『 メ タボ

リ ッ ク シ ン ドロー ム っ て何?』,「 高 脂 血 症 って な ん だ

ろ う?』,「 体 重 管 理 と メ タボ リ ッ クシ ン ドロー ム工 等

で,後 者 に 関 す る 内 容 は,『 転 ば ぬ 先 の … …』,『転

倒 ・骨 折 予 防 につ い て』,『寝 た き りに な らない た め に

は?』 等 で あ る。 内容 は,参 加 者 の 特 性 に よ って 適 宜

変更 して い る。 いず れ の場 合 も,実 際 の 生 活 に役 に立

つ よ う に転 倒 予 防,肥 満 予 防,生 活 習 慣 改 善 の た め の

運 動 方 法(運 動,体 操 の 実 技 演 習),転 倒 を起 こ しや

す い住 環 境 の危 険 箇 所 の実 際 とそ の 改 善 が 含 まれ る。

現 在 の と ころ講 座 は,2ヶ 月 に1～2回 の ペ ー スで 開

催 し,参 加 者 は 中高 年 を 中心 にJU人 か らu人 で あ る、,

これ まで に実 施 した'しす こや か 健 康 講 座"の 一 部 を,

図3に 示 す 。

皿.考 察

超高齢化社会を控えた我が国では,健 康寿命の伸延

は重要な健康課題 として 『健康 口本21』 の柱の一つで

ある[㌧ 我が国における介護状態に至る主要な原因を

:考.えると地域保健における生活習慣病予防や転倒 ・骨

折.予防は健康寿命の延伸に不可欠な目標である駅,.

方就労者の健康に目を向けると,企 業の耕模が就労環

境や福利厚生に及ぼす影響は大 きいi,fi;。大企業に就

労する入々の健康管理 を行 う健康保険組合,公 務員の

健康管理 を行 う共済組合,中 小規模の企業就労者の健

康管理 を行 う政府管掌健康保険組合,商 店街就労者の

健康管理 を行う国民健康保険の報告a-iCを みると,商

店街就労者は巾小企業従業員と同様に健康上の様々な

問題 を抱えている。 とりわけ就労者の高齢化が進む商

店街では,生 活習慣病の有病率が増加 し,介 護が必要

な状態 に至る原因となるリスクファクターを複数持つ

者 や不 健 康 な ラ.イフス タイ ル を有 す る者 が 多

いr1.6;・……11;。ところが,自 営業者や中小企業就労者

は,大 企業就労者に比較 して就労環境や福利厚生が不

利な条件 にあることから受診の機会や治療の継続が困

難であ り,事 業主の理解が得 られない と健康教室や個

別の保健指導を受ける機会は少ないり.i,,商店街就労

者は,健 康寿命 を脅かす疾病に罹患 しやすいためハイ

リスク集団のひとつであり,介 護や生活習慣病予備軍

と考 えられる9:。

以上のような状況 を鑑み,我 々はZoos年 度から京都

商店連盟等 と協働 し京都市お よび宇治市の商店街を拠

点に出前'Eす こやか健康講座"を 実施 している。同講

座 は,当 初古川町商店街 をモデル地区 として始め,
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テーマの選定,開 催 日時,会 場等は,商 店街の理事会

との相談や同商店街に開設 した 「すこやかサロン』3;

利用者の要望 を考慮に入れた。その後,京 都商店連盟

や京都商工会議所 との協働が進み,出 前"す こやか健

康講座"を 行った商店街は京都市および宇治市に地理

的に拡大 し,対 象 も京都市内女性会の地域住民に発展

している。我々の予防活動が地域住民に周知されるよ

うになってきた背景には,ロ コミとマスコミ(新 聞,

雑誌,ラ ジオ,テ レビ)の 報道が寄与しているs〕。現

在商店街の出前"す こやか健康講座"は,京 都商店連

盟等 に寄せ られた要望に基づ き,開 催 目時,場 所,内

容等 を調整 し,2ヶ 月に1～2回 のペースで開催 して

いる。出前"す こやか健康講座"を 開催する時間,場

所,内 容の工夫が開催の継続や参加者の増加に繋がっ

ていると考えられる。

出前'`す ごやか健康講座"は,商 店街就労者や周辺

住民 を対象に,主 に情報提供(知 識の普及)や 動機付

け支援を日的としている。『すこやかサロン』周辺 に

居住する・・部住民は,身 体的 ・精神的な問題や運動,

栄養等のライフスタイル改善に関する健康相談,あ る

いは受診や血圧測定の結果等を持参 し,継 続的な個別

保健指導 ・健康相談を求めて 『すこやかサロン』 に来

所する者が増え,行 動変容を目的 とした積極的な支援

が可能になってきている3;。

現在東山区古川町周辺のモデル地区では転倒 ・骨折

予防,介 護予防お よび体重管理 と生活習慣病予防に関

する知識の普及は進んでいる。動機付け支援や積極的

支援 による意識や態度 ・行動の変容は緩徐であるが着

実 に浸透 している。 また介護予防やライフスタイル改

善を目的として企画 した"す こやかサロン体操"も 常

連の参加者が商店街就労者だけでなく周辺住民にも拡

が り,体 操に毎回参加する中高年女性 も増えている。

血圧 を測 り測定結果等を健康手帳に記載 し,そ れを利

用 して健康相談 ・保健指導 を行 うことで,意 識や態

度 ・行動の変容が進み,商 店街就労者や周辺住民のセ

ルフケア能力が高 まっている。"す こやかサロン体操"

に参加する者や血圧を測定する者は,い ずれ も単独で

参加するよりも,仲 間と一緒に参加する場合が多い。

商店街や"す こやかサロン"に おける地域住民同士の

社会的な交流 を介 して生 まれた仲間意識の再生と関係

の強化3,が,個 人の健康意識や態度 ・行動の変容 を促

進 している可能性があると考える。

厚生労働省は平成20年 度か ら特定健診 ・特定保健指

導 を実施することか ら生活習慣病の.予防活動の重要性

が一層高まる1〕。地域で生活する住民は様々な健康レ

ベルにある。 しかしなが ら,健 康に関する情報を広 く

一般 に提 供 す る ポ ピュ レー シ ョ ン ・ス トラテ ジー は
,

予 防活gin,と りわ け介 護 予 防 や 転 倒 骨 折 予 防,循 環 器

疾 患 や生 活 習 慣 病 の疾 病 予 防 に有 効 な ア プ ロー チ の ひ

とつ で あ る。 今 後 も,我 々 は地 域 にお け る疾 病 予 防 や

健 康 づ く りに ポ ピュ レー シ ョ ン ・ス トラテ ジー を活 用

し,出 前"す こや か健 康 講 座"を 継 続 実 践 しなが ら,

商 店街 を拠 点 に地 域 住 民 の ため の 健 康 増 進 活 動 を展 開

して い きた い と考 え る、

V.文 献

P厚 生 統 計 協 会:厚 生 の 指 標(臨 時 増 刊:国 民 衛 生 の 動

向),2007;54(9;=78-92

2)若 林 チ ヒ ロ,新 村 洋 未,國 澤 尚 子,山 口 恵,萱 場 一

則,三 浦 宜 彦,尾 島俊 之,坂 旧清 美,柳 川 洋:「 健康

H本zi」 地方 計 画 に お け る事 業 実 施 と評 価.日 本 公 衆 衛

生 雑 誌,2007;54(6)=378一 一38fi

3)星 野 明子,桂 敏 樹,山 本 昌 恵r人 口 空 洞 化 地 域 にお け

る 高齢 者 の 自立 支 援 の た めの サ テ ラ イ トシ ス テム の 構 築

一 商 店街 空 き店舗 に設 置 した 「す こや か サ ロ ン」 の 開 設

と 活 動 状 況.日 本 農 村 医 学 会 雑 誌,2006;55(4)=

672-677

4)中 村 裕 之:職 場 にお け る物 理 的 環 境 の 健 康 問 題 中 小 企

業 で の疾 病 予 防の 課 題.産 業 衛 生 学 雑 誌,2【 〕〔〕3;斗5巻 臨

士曽=164-165

5)FujinoY,IsoH,'PamakoshiA,InabaY,Koizumi.1,Kubo

T,YoshimuraT:AProspectiveCohortStudyoC

EmploymcntStainsandMortalityfromCirculatory

DisordersamongJapancscWorkers.Journalof

OccupationalHealtll,2005:47(6>;510-517

6)牧 野 茂徳=職 域 にお け る定 期 健 康 診 断 の 有 所 見 率一 企 業

規 模50人 未 満 と50人 以 上 の比 較.日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会

抄 録 集,2006;64;IOI8

7;塩 飽 邦憲,ア ヌ ー ラ ド ・エ ル デ ム ビ レグ,乃 木 章 子,北

島 桂.了・,lrl根 洋 右=中 小 企 業 に お け るMultipleRisk

FactorSyndromeの 動 向.産 業 衛 生 学 雑 誌,200i;43臨

士曽=247

8)YamatakiH,SuwazonoY,OkuboY,MiyamotoT,Uctani

M.KobacashiF,.NogawaK;HealthStatusofWorkersin

SmallandMedium…SizedCompaniesasComparedCo

LargeCompaniesinJapan.JounialofOccupational

Health,2006;48(3):166-174

9)藤 井仁 美,三 浦次 郎,莇 也 寸 志,三 宅 隆 史:全 国 糖 尿病

追 跡 調 査 会(民 医 連 ス タデ ィ)報 告 「白営 業 者 」 は ハ

イ リス ク集 団 か.糖 尿 病,2003;46巻 臨 増=ss4i

10)菅 原 保,安 原 鈴 子=自 治 体 健 診(人 間 ドッ ク)を 受 診

して い る 自営 業 者,小 規 模 事 業 場 に働 く労 働 者 の 健 康 管

理 に つ い て(第1報),産 業 衛 生 学 雑 誌,200;45(2):

90

ir,安 原鈴 子,菅 原 保=自 治体 健 診(人 間 ドッ ク)を 受 診

して い る 自営 業 者,小 規 模 事 業 場 に働 く労 働 者 の 健 康 管

理 に つ い て(第2報 〉.産 業 衛 生 学 雑 誌,2003;45(2;:

93

一58一


